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　極方程式で定義される曲線上の点を直交座標で表すと
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　したがって，求める曲線の長さは
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講評

　曲線の長さの問題．難易度的には基礎的な問題．いかにもの形で誘導がされているので，

きちんとそれに乗れば良い．ただ，極方程式で表されているものを扱う機会が少ないので，

その部分をきちんと押えておきたい．
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